
 

甲南大学学則 

                                          昭和 26 年 3 月 15 日     

                                          認        可      

改正   平成 30 年 3 月 30 日 

 

第１章 総則 （略） 

 

第２章 組織 

 

第２条 本大学は、学部及び大学院よりなる。 

❘ （略） 

第３条の２  

 

第４条 学部学生の収容定員は、次のとおりとする。 

 

学  部 学  科 入学定員 収容定員 

 文学部  日本語日本文学科    ７０      ２８０  

 英語英米文学科    ９０      ３６０  

 社会学科    ９０      ３６０  

 人間科学科    ９５      ３８０  

 歴史文化学科    ６０      ２４０  

 計   ４０５   １,６２０ 

 理工学部  物理学科    ５０      ２００ 

 生物学科    ４５      １８０ 

 機能分子化学科    ６０      ２４０ 

 計   １５５      ６２０ 

 経済学部  経済学科   ３４５     １,３８０ 

計   ３４５     １,３８０ 

 法学部 法学科   ３４５     １,３８０ 

計   ３４５     １,３８０ 

 経営学部  経営学科   ３４５     １,３８０ 

 計   ３４５     １,３８０ 

 知能情報学部 知能情報学科 １２０  ４８０ 

 計 １２０  ４８０ 

 マネジメント創造学部 マネジメント創造学科 １８０  ７２０ 

計 １８０  ７２０ 

 フロンティアサイエンス学部 生命化学科  ４５  １８０ 

計  ４５  １８０ 

合    計  １,９４０     ７,７６０ 

 

第５条 （略） 

 

第３章 授業科目及び履修方法 

❘ （略） 

   第１９章 自己点検・評価、認証評価、情報公開等 

 

 

 附  則  

この学則は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。  
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別表第１  

❘ （略） 

別表第７の (5)  
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甲南大学文学部人間科学科の収容定員変更にかかる 

変更事項を記載した書類 

 

 

【学則変更点】 

１．平成 31 (2019) 年度より文学部人間科学科の編入学定員 10 名（3年次入学。収

容定員 20 名）を解消し、入学定員を 90 名から 95 名に改める。なお、収容定員の

変更はない。 

２．施行日は平成 31 (2019) 年 4 月 1 日からとする。 

 

【変更の事由】 

 平成 8(1996)年 4 月の本学文学部人間科学科開設当時は、阪神・淡路大震災の翌

年であったことや社会問題化していた「いじめ」の問題もあり、心理臨床学への社

会的関心が高まっていた時期であった。他分野からの幅広い人材に対し学部レベル

で必要とされる専門教育を施し、大学院への道を開くことは、優れた臨床心理士を

育成するためには欠かせず、その期待に応えるべく大学院教育までを含めて優れた

心理士を育成することが求められていたことから、幅広い年齢層の臨床心理学に関

心を持つ社会人を対象とした編入学定員 10 名(収容定員 20 名)を設定した。 

 平成 30（2018）年度より学士課程の心理学にかかる国家資格として公認心理師制

度の施行が決定したことにより、公認心理師資格制度に対応するため、平成30（2018）

年度からは 4 年間の学士課程において公認心理師資格を取得できる基礎となるカリ

キュラムの編成を行い、学士課程の公認心理師カリキュラムの運営に注力するため、

本学大学院人文科学研究科人間科学専攻心理臨床専修は、臨床心理士養成大学院第

一種指定校として行ってきた臨床心理士養成を、平成 30（2018）年度入学生（平成

32（2020）年 3月修了予定）をもって停止することを決定した。 

さらに、平成 30（2018）年度からは 4年間の学士課程において公認心理師資格を

取得できる基礎となるカリキュラムの編成を行う必要があり、この資格カリキュラ

ムの検討段階で、平成 29（2017）年 5月には厚生労働省における公認心理師カリキ

ュラム等検討会より示された公認心理師資格取得条件として 25 科目の必修化が示

されたことから、3 年次からの編入によって 2 年間で資格取得の基礎となる単位を

取得することは事実上難しいと判断した。 

公認心理師資格が国家資格となることで、心理専門職に対する社会的関心が一層

高まり、公認心理師を志す学生が増加することが見込まれる状況のもと、「『人間と

心』を深く追求するという方法により、社会が持つ複雑多岐にわたる課題の解決に

寄与できる人材を社会に提供する」という人間科学科設立時の趣旨を実現するため、

また、国家資格制度に則した学士課程のカリキュラムを編成し、心理学にかかる優

れた人材を育成する学部教育に注力するために、同学科の編入学定員 10 名(収容定
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員 20 名)を解消し、入学定員を 5名増員し 95 名とする。 

なお、この変更により同学科の収容定員は一時的に減少するが、完成年度以降は

現行と同数になるため収容定員の変更は生じない。 

以上 
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甲南大学学則新旧対照表 

改正案 現 行 

○甲南大学学則 ○甲南大学学則 

昭和26年3月15日 昭和26年3月15日 

認可 

改正 昭和27年 2月20日 

省略（現行どおり） 

平成29年3月24日 

平成30年2月23日 

平成30年3月30日 

 

 

 

認可 

改正 昭和27年 2月20日 

省略 

平成29年3月24日 

平成30年2月23日 

 

第1章 総則 

第1条 省略（現行どおり） 

   第2章 組織 

第2条  

 ｜ 省略（現行どおり） 

第3条の2  

第4条 学部学生の収容定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 収容定員 

文学部 日本語日本文学科 70 280 

英語英米文学科 90 360 

社会学科 90 360 

人間科学科 95 380 

歴史文化学科 60 240 

計 405 1,620 

理工学部 物理学科 50 200 

生物学科 45 180 

機能分子化学科 60 240 

計 155 620 

経済学部 経済学科 345 1,380 

計 345 1,380 

法学部 法学科 345 1,380 

計 345 1,380 

経営学部 経営学科 345 1,380 

第1章 総則 

第1条 省略（現行どおり） 

   第2章 組織 

第2条  

 ｜ 省略（現行どおり） 

第3条の2  

第4条 学部学生の収容定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 編入学定員 収容定員 

文学部 日本語日本文学科 70   280 

英語英米文学科 90   360 

社会学科 90   360 

人間科学科 90 10 380 

歴史文化学科 60   240 

計 400 10 1,620 

理工学部 物理学科 50   200 

生物学科 45   180 

機能分子化学科 60   240 

計 155   620 

経済学部 経済学科 345   1,380 

計 345   1,380 

法学部 法学科 345   1,380 

計 345   1,380 

経営学部 経営学科 345   1,380 
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計 345 1,380 

知能情報学部 知能情報学科 120 480 

計 120 480 

マネジメント創造学部 

  

マネジメント創造学科 180 720 

計 180 720 

フロンティアサイエンス学部 

  

生命化学科 45 180 

計 45 180 

合計 1,940 7,760 

 

第5条 省略（現行どおり） 

第3章 授業科目及び履修方法 

｜ 省略（現行どおり） 

第19章 自己点検・評価、認証評価、情報公開等 

附則 

この学則は、昭和26年4月1日から施行する。 

 ｜ 省略（現行どおり） 

附則 

この学則は、平成30年4月1日から施行する。 

附則 

この学則は、平成31年4月1日から施行する。 

 

別表第１ 

 ｜ 省略（現行どおり） 

別表第７の（5） 

 

計 345   1,380 

知能情報学部 知能情報学科 120   480 

計 120   480 

マネジメント創造学部 

  

マネジメント創造学科 180   720 

計 180   720 

フロンティアサイエンス学部 

  

生命化学科 45   180 

計 45   180 

合計 1,935 10 7,760 

 

第5条 省略（現行どおり） 

第3章 授業科目及び履修方法 

｜ 省略（現行どおり） 

第19章 自己点検・評価、認証評価、情報公開等 

附則 

この学則は、昭和26年4月1日から施行する。 

 ｜ 省略（現行どおり） 

附則 

この学則は、平成30年4月1日から施行する。 

 

 

 

別表第１ 

 ｜ 省略（現行どおり） 

別表第７の（5） 
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